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★（様式Ａ）通常事業評価シート【Ｒ４年度実施事業（一部）／消防本部総務課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考

1 消防団事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

地域防災力の充実強化を図るた
め、消防団員の育成並びに消防機
器の更新や整備を適切に行う。

教育訓練の実施や消防機器や防火衣を
整備した。

3：おおむね近づいた 継続 5,559            3,263       8,822       

地域防災力の充実強化を図るため、
訓練を実施し、また、消防機器の更
新、整備を明確にかつスムーズに
行っていくこと。

訓練計画の作成並びに消防機器の優
先順位を明らかにし、更新、整備を
計画的に行う。

2 消防機器管理事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

消防活動を円滑に実施するため、
消防機器を適切に管理する。

消防機器の点検や修繕を実施した。 3：おおむね近づいた 継続 3,471            3,989       7,460       

消防機器は、特殊環境下の中で使用
するため、当然故障等もあり、そう
なった場合に修繕をいかにスムーズ
に実施するかが課題

確実な点検及び予防保全や代替機の
保有も視野に入れる。

3 消防機器整備事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

消防機器の充実、高度化を図るた
め、機器の更新や整備を適切に行
う。

消防機器や防火衣等を更新、整備し
た。

3：おおむね近づいた 継続 14,892          3,989       18,881     
消防機器の更新、整備を明確にかつ
スムーズに行っていくこと。

更新、整備の優先順位を明らかに
し、計画的に行う。

4
消防職員研修・育成
事業

災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

消防職員の資質向上を図るため、
研修の企画運営を行う。

消防学校・大学校・救命士派遣事務や
各種資格取得講習を実施した。

3：おおむね近づいた 継続 9,052            7,977       17,029     

消防業務における専門的な知識・技
術は年々進化していることから、引
き続き消防職員の各種学校派遣や資
格取得への派遣の充実に努める。

消防業務に必要な学校派遣や各種資
格取得を計画的に実施し、取得人数
の増加に努める。

5 消防庁舎等管理事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

消防庁舎の施設機能を保持するた
め、施設を適切に管理する。

消防庁舎や設備についての点検や修繕
を実施した。

3：おおむね近づいた 継続 33,549          4,275       37,824     
防災拠点施設の機能を適切に維持し
ていくこと。

予防保全を積極的に取り入れ、点検
を計画的に行う。

6 消防本部総務事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

消防本部の円滑な運営を遂行する
ため、庶務全般を効率的に行う。

職員の被服の購入、貸与を実施した。
職員の健康診断、予防接種を実施し
た。

3：おおむね近づいた 継続 14,042          26,393     40,435     
消防業務に支障が出ないよう、職員
の被服や消防用品を計画的に貸与で
きるように努める。

消防業務を円滑に実施できるよう、
消防職員に貸与する消防用品の更新
を図る等充実強化に努める。

7
公共公益施設整備基
金積立事業

災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

消防施設の整備資金に充てるた
め、公共公益施設整備基金を適正
に管理する。

自動販売機の貸付料に対する基金の積
み立てを実施した。

5：達成した 継続 -                    1,450       1,450       特になし 特になし

8
消防本部総務課管理
事務事業

持続可能で信頼される行
政になっている

課内・部内の円滑な運営を遂行す
るため、庶務全般を効率的に行
う。

消防本部総務課において、各課の事務
事業の共有を図り円滑な業務を実施し
た。

3：おおむね近づいた 継続 -                    49,424     49,424     
課内の事務事業等の共有を図り効率
的な事務を行う。

消防本部の円滑な運営を遂行するた
め、各課の業務内容の共有を図り、
スムーズで効率的な事務に努める。
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